


前付



まえがき

少し気の利いたまえがきを書こうかと思いましたが、なかなか難しいですね。

 

まだこの程度ですが、光は見えてきた。そう私は確信しています。
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あとがき

 よく考えてみたら、いちいち語る必要はないと気づいた。もうすでにその絵がすべて

を物語っている。

 

とこちゃんは、まだまだ修行中。あの地下室を捨てて、もう何年になりますか。まだ、

この程度の絵でごめんね。

 

あの人は、「東京に行く」と言って、発狂しましたが、本当に行っただろうか。闇に消

えたので、知りません。

 

とこちゃんはまだまだ元気だ。ふざけて落描きぐらいはできますよ。コンデジの覇者

とどっちが本業だろうね。

 

その内に神の裁定が下る。天命を知ることになる。とこちゃんの左手（鬼の手）が恨み

を晴らす。

 



奥付

左手の軌跡

http://p.booklog.jp/book/108448
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感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/108448
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http://booklog.jp/item/3/108448
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